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第３節 土壌環境・地盤環境の保全

１ 現状と課題

過去に汚染が認められた一部の農用地について、土地改良事業等の対策が進められています。また、

敷地内において汚染が発見された工場跡地等においては、浄化対策が実施されています。土壌汚染の

未然防止と健全な土壌環境の維持を図るため、工場・事業場の汚水の適正処理、有害物質等の地下浸

透の禁止等について、指導の徹底に努めることが必要です。

また、沖積層や洪積層において地下水の急激・過剰な汲み上げが行われることにより地盤沈下が生

じる可能性があり、府内では、地下水依存度の高い南部地域（京都・乙訓地区）の一部で地盤沈下の

傾向が認められることから、観測・監視に取り組むとともに、地下水揚水量を抑制していくことが必

要です。

２ 土壌汚染防止対策の推進

①農用地における土壌汚染

府内では、亀岡市、福知山市大江町の一部で鉱山の排水に含まれるカドミウム等が原因と考え

られる土壌や農作物の汚染が確認されているため、対策を講じています。

また、府内の農用地における土壌環境については、「モニタリング調査（旧土壌環境基礎調査）」

により土壌汚染の監視に努めており、いずれの地点においても基準値を上回る調査結果は出てい

ません。

表３－46 モニタリング調査（旧土壌環境基礎調査）のうち重金属類調査の結果

②工場跡地等における土壌・地下水汚染

カドミウム、ジクロロメタン、チウラム等の27物質については、土壌汚染に係る環境基準が定

められており、この基準を超過することのないよう、汚水の適正処理や有害物質等の地下浸透の

禁止の徹底等を指導しています。

有害物質による地下水汚染が全国的に問題化したことを踏まえ、工場跡地等の土壌・地下水汚

染については、10年６月、府内有害物質使用約330工場等に対し、有害物質による地下水汚染の

調査対象物
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防止及び地下水汚染調査の実施に係る文書指導を行いました。

なお、15年２月に、操業を廃止する工場等に土壌汚染状況の把握や措置等を義務付ける「土壌

汚染対策法」が施行され、同法を適正に運用することにより土壌汚染対策を推進しています。

表３－47 土壌汚染対策法の施行状況（20年３月まで）

３ 地盤沈下防止対策の推進

地盤沈下は、地下水を豊富に含んだ比較的軟弱な地盤である沖積層や洪積層において、地下水の急

激・過剰な汲み上げが行われることにより、地盤中の粘土層が広範囲に収縮することによって生じる

といわれています。

京都盆地は、そのほとんどが沖積層あるいは洪積層に属し、そこでの工業用水等の地下水依存度は

高い状況にあります。また、乙訓地域、木津川市及び井手町においては、上水道に多くの地下水を利

用し、京都盆地南部地区（宇治市、城陽市、八幡市、京田辺市、木津川市、久御山町及び精華町）に

おいては、農業用に多くの地下水を利用しています。府内では、京都市南部や乙訓地域で地盤沈下の

傾向が見られることから、この状況を把握するため、府では昭和52年度から平成16年度にかけて乙訓

地域で水準測量を実施したところです。

第４節 騒音・振動の防止

１ 現状と課題

騒音に係る環境基準は、一般地域、道路に面する地域、新幹線鉄道沿線等に地域を指定し類型を当

てはめています。

府における騒音に係る環境基準の適用地域は、都市計画法で定められている用途地域としており、

府では関係市町と連携して環境基準の達成状況等を監視しているところですが、環境基準が達成され

ていない地域においては、一層の対策を講じる必要があります。

また、騒音・振動は感覚公害と言われており、日常の生活環境と深い関係があります。これらの公

害苦情については、工場・事業場や建設作業等の事業活動に起因するものから、ピアノ、エアコンや

飼犬の鳴き声等の日常生活に起因するものまで多岐に渡っており、発生原因に応じた対策や監視測定

体制の充実が必要です。

２ 自動車騒音・道路交通振動防止対策の推進

府及び府内関係市町では、19年度、一般地域84地点、道路に面する地域145地点において騒音測定

を、道路沿線72地点において道路交通振動測定を実施しました。

19年度の測定結果を環境基準と比較すると、測定地点における環境基準の達成率（点的評価）は、

一般地域で昼間88％、夜間86％、道路に面する地域で昼間74％、夜間60％でした。また、道路交通振

動については、すべての地点で要請限度を達成していました。

また、道路に面する地域での測定値から、道路に立地する住居ごとの環境基準達成率（面的評価）

を評価したところ、昼間94％、夜間89％でした。

なお、自動車騒音及び道路交通振動については、騒音規制法第17条又は振動規制法第16条による措

項　　　　　　目 件数
有害物質使用特定施設の使用が廃止された件数 84
法第３条第１項の規定による土壌汚染状況調査の結果報告件数 24
法第３条第１項ただし書の規定による確認件数 77
法第４条第１項の規定による調査命令件数 0
法第５条第１項の規定による指定地域の指定件数（指定解除済みを含む） 4
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置要請（府公安委員会に対し道路交通法の規定に基づく措置を求めるもの）はありませんでした。

また、府では、低騒音舗装（排水性舗装）の施工等道路構造の改善を図ることにより、自動車騒音

等の軽減に努めています。

表３－48 一般地域及び道路に面する地域における環境基準の達成状況（点的評価）（19年度）

表３－49 道路に面する地域における環境基準の達成状況（面的評価）（19年度）

３ 新幹線鉄道騒音・振動防止対策の推進

府及び府内関係市町では、新幹線鉄道の沿線10地点（１測線につき、軌道中心線から12.5ｍ、25ｍ、

50ｍの３地点で同時測定）において騒音等の測定を実施しており、19年度の騒音の環境基準の達成率

は80％でした。また、振動についてはすべての地点において指針値を達成していました。

府では、測定データを基に鉄道事業者へ騒音・振動防止対策を要請しています。現在までに防音壁

の設置や新型車両の導入等の対策が順次とられてきています。

表３－50 新幹線鉄道の沿線における騒音の環境基準の達成状況（19年度）

４ 工場・事業場等の騒音・振動防止対策の推進

府では、騒音規制法及び振動規制法に基づく指定地域として、19年度末現在、14市5町の都市計画

法に基づく用途地域を指定（京都市長が指定する京都市域を含む。）し、工場・事業場に係る規制基

準及び特定の建設作業に係る規制基準を設定しています。

さらに、府環境を守り育てる条例では、騒音規制法に基づく特定施設以外に、特定施設の種類の拡

大や規模のすそ下げを行うとともに、騒音規制法に基づく指定地域以外の地域においても特定施設の

ア　道路に面する地域以外の地域（一般地域）

Ａ地域 Ｂ地域 Ｃ地域 合計

32/36(89%) 30/33(91%) 12/15(80%) 74/84(88%)

31/36(86%) 26/33(79%) 15/15(100%) 72/84(86%)

イ　道路に面する地域

Ａ地域２車線以上 Ｂ地域２車線以上 Ｃ地域１車線以上 幹線道路近接空間 合計

１/６(17％) １/６(17％) ２/３(67％) 103/130(79％) 107/145(74％)

２/６(33％) ２/６(33％) ２/３(67％) 81/130(62％) 87/145(60％)

（注） １ 　Ａ地域とは、専ら住居の用に供される地域、Ｂ地域とは、主として住居の用に供される地域、Ｃ地域とは、

商業・工業等の用に供される地域

２ 　幹線道路近接空間とは、高速自動車国道、一般国道、都道府県道及び４車線以上の車線を有する市町村道

並びに自動車専用道路に面する地域のうち、２車線以下の車線を有する道路にあっては、道路端から15ｍ、

２車線を超える車線を有する道路にあっては、道路端から20ｍまでの範囲

３ 　昼間とは、午前６時から午後10時までの間、夜間とは、午後10時から翌日の午前６時までの間

昼間

夜間

昼間

夜間

12.5m 25m 50m 計

類型Ⅰ ２／７（29%） ６／７(86％) ７／７(100％) 15／21(71％)

類型Ⅱ ３／３(100％) ３／３(100％) ３／３(100％) ９／９(100％)

計 ５／10（50％) ９／10(90％) 10／10(100％) 24／30(80％)

(注)類型Ⅰとは、主として住居の用に供される地域、類型Ⅱとは、商業・工業等の
用に供される地域

京都市内 京都市外 合計 京都市内 京都市外 合計 京都市内 京都市外 合計

40,656 7,960 48,616 95 90 94

38,406 7,482 45,888 90 85 89

（注） 達成率は、環境基準達成住居戸数／評価住居戸数×100（％）により計算し、数値については、四捨五入しています。

夜間
42,737

評価住居戸数（戸）

8,822 51,559

環境基準達成住居戸数（戸） 達成率（％）

昼間
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届出を義務付けています。

また、19年度末現在における騒音に係る特定施設設置届出数は、法に基づくものが39,261施設

（7,119工場）、条例に基づくものが85,163施設（14,829工場）となっています。

同様に、19年度末現在における振動に係る特定施設設置届出数は、法に基づくものが21,510施設

（4,346工場）、条例に基づくものが28,454施設（4,553工場）となっています。

また、19年度に騒音規制法又は振動規制法に基づき届出のあった特定建設作業の件数は、騒音規制

法に係るものが761件、振動規制法に係るものが281件となっています。

５ 近隣騒音防止対策の推進

府では府環境を守り育てる条例第56条において拡声器の使用制限、第57条において飲食店等のカラ

オケ等音響機器の使用制限等の規定を設けています。

また、一般家庭のテレビ、ピアノ、エアコンの音などによる生活騒音については、府環境を守り育

てる条例第55条において近隣の静穏保持義務を定めており、住民の騒音防止意識やマナーの向上を図

るため、啓発活動を行っています。

表３－51 府環境を守り育てる条例による規制

第５節 廃棄物・リサイクル対策の推進

１ 現状と課題

国は、環境負荷ができる限り低減される循環型社会の形成に向けて循環型社会形成推進基本法を12

年６月に制定し、併せて建設リサイクル法、食品リサイクル法、グリーン購入＊グリーン購入＊グリーン購入＊グリーン購入＊法を新たに制定する

とともに、廃棄物処理法や再生資源利用促進法の改正を行い、循環型社会の形成に向けての法律の整

備を行いました。

府においては、10年９月に策定した府環境基本計画の中で「環境負荷の少ない循環型社会の構築」

を掲げて、廃棄物の減量化やリサイクルの推進などを進めてきました。

更に、15年３月に府循環型社会形成計画を策定（19年３月に見直し策定）し、廃棄物の適正な処理

と循環型社会の形成を総合的かつ計画的に推進していくこととしたほか、産業廃棄物の発生抑制、再

使用、再生利用その他適正な処理を促進するための仕組みとして府産業廃棄物税条例を制定し、17年

４月から施行しました。

また、18年12月には、持続可能な循環型社会の構築に向けて、産業廃棄物税の効果的な活用を図る

こと等により、産業廃棄物の減量（発生抑制・再利用）・リサイクルの促進を図るため、「産業廃棄物

の減量・リサイクル戦略プラン」を策定し、20年７月には産業界、処理業界、行政等の連携を強化し、

協働した取組を推進するため、「京都府産業廃棄物減量・リサイクル推進ネットワーク協議会」を設

置」しました。

対象となる行為 規制内容 時間帯 備考

住居地域で飲食店営業を営む者のカラオケ等音響
機器の使用

使用を禁止（外に漏れ
ない場合を除く）

午後11時～午前６時指 定 地 域 内

住居地域等で飲食店営業を営む者等の騒音の発生 音 量 を 制 限午後10時～午前６時 〃

住居地域等で資材等を屋外で常時保管する場所で
の作業

〃 〃 〃

航空機からの拡声機による商業宣伝 使 用 を 禁 止
正午～午後１時を除く
全時間帯

京 都 市 は
全 時 間 帯
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一方、不法投棄については、関係機関と連携し、監視パトロ－ルを強化するとともに、14年12月に

府産業廃棄物の不適正な処理を防止する条例を、また、15年12月には、京都府民の生活環境等を守る

ための硫酸ピッチ＊硫酸ピッチ＊硫酸ピッチ＊硫酸ピッチ＊の規制に関する緊急措置条例を制定し、不法投棄等の防止と原状回復に全庁挙げ

て取り組み、不法投棄の撲滅に努めています。

２ 一般廃棄物対策の推進

①減量化・リサイクルの推進

全国のごみの総排出量（収集ごみ量＋直接搬入量＋自家処理量＋集団回収量）は、18年度で

5,211.0万トンで、国民１人当たりの１日の排出量（ごみの総排出量から集団回収量を除いたも

の）は1,051ｇとなっています。一方、府内で排出されたごみの総排出量は18年度で109.4万トン

で、府民１人当たり１日の排出量は1,078ｇ（17年度は1,103ｇ）となり、減少傾向が続いていま

す。

ごみの排出の内訳を見ると、家庭系ごみ（家庭の日常生活に伴って発生したごみ）が約55％

（同18年度）、事業系ごみ（事業活動に伴って発生したごみで産業廃棄物以外のごみ）が約45％

（同18年度）となっています。

一般廃棄物は、廃棄物処理法において市町村が処理を行うことになっていますが、府内の市町

村で処理されるごみの80.9％は直接焼却処分、12.9％は資源化等の中間処理、4.1％は直接埋立

処分（焼却残さ等の埋立を除く）、2.1％は直接資源化処理されています。中間処理後の資源化量

と直接資源化量に集団回収を含めたリサイクル率は、10.7％となっています（18年度）。

市町村における容器包装ごみの分別収集等状況については、13年４月から資源有効利用促進法

に基づき、既に表示を義務付けているペットボトル等に加え、その他プラスチック製容器包装及

びその他紙製容器包装の識別表示が義務付けされ、これにより両品目の分別収集、再商品化も効

率的に進みつつあり、市町村分別収集計画に基づき、計画的に分別収集と再商品化が実施されて

います。

また、15年３月に策定し、19年３月に見直しを行った「府循環型社会形成計画」の目標とする

環境への負荷の少ない、循環を基調とした社会経済システムの実現に向けて、クリーンリサイク

ル運動をはじめ、一層の取組を図っています。

表３－52 ごみの総排出量の推移

（単位：千ｔ）
年度

区分
家庭系ごみ量 675 666 653 650 626 619 616 618 589 573
事業系ごみ量 490 524 542 573 551 501 492 501 479 470

ごみ排出量 1,165 1,190 1,195 1,223 1,177 1,120 1,108 1,119 1,068 1,043
集団回収量 16 17 23 24 28 34 34 42 46 51

ごみ総排出量 1,181 1,207 1,218 1,247 1,205 1,154 1,142 1,161 1,114 1,094
ごみ排出量 51,200 51,595 51,446 52,362 52,097 51,610 51,607 50,587 49,826 49,052
集団回収量 2,515 2,521 2,604 2,765 2,837 2,807 2,829 2,919 2,996 3,058

ごみ総排出量 53,715 54,116 54,050 55,127 54,934 54,417 54,436 53,506 52,822 52,110

全
国

12

京
都
府

179 10 11 1813 14 15 16
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図３－18 ごみの１人一日当たりの排出量の推移

表３－53 ごみの処理状況の推移

表３－54 市町村分別収集計画の概要（品目別分別収集実施市町村数）

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度（実施率％）
ガ ラ ス び ん
（無色・茶色・その他）
紙 製 容 器 包 装
（ そ の 他 紙 ）

プラスチック製容器包装
（その他プラスチック）

飲 料 用 紙 製 容 器 包 装
（ 紙 パ ッ ク ）

＊
＊
＊
＊
＊
＊ 市町村数は18年度末時点の数

「特定分別基準適合物」とは、容器包装の製造販売を行っている事業者にリサイクル義務のある容器包装

25（ 96）25

25

「第４期計画」は、平成18年度に実際に分別収集を行った市町村数
「紙製容器包装」とは、紙パック、段ボール以外の紙製容器包装であり、紙箱や包装紙などが該当

指
　
定
　
物

26（100）

ア ル ミ 缶 26（100）

25（ 96）段 ボ ー ル 22 23

26

「法第２条第６項指定物」とは、容器包装の製造販売を行っている事業者にリサイクル義務が生じない容器包
「プラスチック製容器包装」には、白色トレイのみを回収する市町村数を含んでいる。

26

8（ 31）

24（ 92）21 24

法
第
２
条
第
６
項

ス チ ー ル 缶

26（100）

特
定
分
別
基
準

Ｐ Ｅ Ｔ ボ ト ル 26

第４期計画
第　５　期　計　画

26

区　　　分

適
　
合
　
物

26（100）

5 8

（単位：％）

年度
区分
直 接 焼 却 80.0 79.6 79.8 78.6 79.5 81.8 82.1 79.7 80.9 80.9
資源化等の中間処理 12.5 12.0 13.4 14.4 14.2 11.8 12.5 12.8 12.7 12.9
直 接 埋 立 7.5 7.6 6.1 6.1 5.6 4.9 4.4 6.2 4.5 4.1
直 接 資 源 化 0.0 0.8 0.7 0.9 0.7 1.5 1.0 1.3 1.9 2.1

リ サ イ ク ル 率 4.7 5.3 5.2 5.4 5.9 7.3 7.4 8.7 9.4 10.7
（注）市町村で処理されるごみの処理方法別の比率を表しています。

　リサイクル率＝（市町村における資源化量＋集団回収量）／（市町村における処理量＋集団回収量）×100

17 189 10 11 12 13 14 15 16

1237 1244 1267 1273
1303 1253

1160 1143 1157 1103 1078

1114 1112 1118 1114 1132 1124 1111 1106 1086 1069 1051
714 721 709 696 692 667 642 636 639 609 592

523 523 558 577 610 587
518 508 519 494 486

300

500

700

900

1100

1300

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 年度

ｇ

京都府 全国 府家庭系ごみ 府事業系ごみ
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図３－19 循環型社会の形成の推進のための施策体系
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②計画的な施設整備の促進

府では、市町村が行う廃棄物処理施設の適正な整備の推進に努めてきたところですが、最終処

分場をはじめとする廃棄物処理施設の確保が困難となっている中で、「資源循環型処理」への一

層の転換が重要な課題となっています。

国においては、17年４月１日から循環型社会形成推進交付金制度を創設し、財政支援に当たっ

て、「循環型社会形成推進地域計画」の策定を求めており、府としても、ごみ減量化・リサイク

ルを推進する施設やエネルギー回収を推進する施設の導入の促進に努めています。

また、ダイオキシン類等ごみ焼却施設などから生じる環境負荷を低減し、「資源循環型」のご

み処理システムを構築するため、11年３月に「府ごみ処理広域化計画」を策定し、必要な指導を

行っています。

【府ごみ処理広域化計画】

日々地域住民等が排出する大量の廃棄物の減量化・リサイクルを推進するとともに、ダイオキ

シン類の発生抑制を目的に、ごみ焼却施設に焦点を当て、必要な恒久対策を進めるために、11年

３月に策定しました。

計画では、広域化への取組の際に必要となる市町村の範囲（広域化ブロック）を府内７ブロッ

クに設定し、それぞれのブロックごとに今後のごみ処理の方向性を示すとともに、広域化を図っ

ていく上での課題等について、市町村及び一部事務組合の意向を踏まえ、府の基本的な考え方を

示しています。

③リサイクル諸法の実施状況

府では、国における各種リサイクル法の施行を受けて、法の円滑施行を図るための取組を行っ

ています。

容器包装リサイクル法については、府分別収集促進計画に基づき、市町村等の分別収集等の取

組支援を行っています。今後も引き続き分別収集の促進に努めていきます。

家電リサイクル法については、13年４月から完全施行され、消費者が料金を負担し、事業者が

回収・リサイクルするシステムとなっています。府は、法の円滑施行のための周知や市町村を通

じて制度の実施状況の把握などに努めているところです。

建設リサイクル法については、14年５月から完全施行され、建設工事や解体工事において発生

する資材廃棄物（コンクリート、アスファルト、木材）の分別と再資源化が義務付けられました。

府においては、事前に再資源化の目標などを示した実施方針を策定し、事業者に対するＰＲや

解体工事業者の登録を促進するなど制度の円滑な実施に努めてきました。

今後とも、工事の届出や工事現場における分別が徹底されるよう、パトロールによる現場指導

等を積極的に行い、建設リサイクル制度の定着化を図っていくこととしています。

食品リサイクル法については、法に基づく事業者等の取組に対し必要な相談に応じつつ、廃棄

物処理法上の取扱などについて必要な指導等を行っています。

グリーン購入法については、環境にやさしい物品等（環境物品等）の調達を推進し、需要面か

ら循環型社会の形成を支援しようとするもので、13年11月に府のグリーン調達方針を策定しまし

た。また、今後府内の市町村、事業者等にも同様の取組が広がるよう、京都グリーン購入ネット

ワークの設立（16年11月）を機に、連携の輪を広げ、更なる推進を図っています。

資源有効利用促進法については、15年10月から家庭用パソコンのリサイクルが施行され、また

16年７月には、回収メーカーが存在しない家庭用パソコンも回収できるよう制度が拡充されまし

た。府では円滑施行のための周知や市町村を通じて制度の実施状況の把握などに努めています。

更に、使用済み自動車のリサイクル・適正処理を図るシステムとして自動車リサイクル法が17

年１月に全面施行されたことから、本法の円滑な施行に努めています。
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④散乱ごみ等発生防止策の推進

府においては、府環境を守り育てる条例第29条において、ごみの投棄を禁止しており、府内13

市町では、それぞれ独自のポイ捨て禁止条例を制定しているところです。

また、依然として道路、河川、森林などへの産業廃棄物等の不法投棄が見られることから、府

では「不法投棄等撲滅京都府民会議」の設置などにより、市町村と連携しながら、府民等へ不法

投棄の未然防止に対する啓発等を実施しています。

表３－55 ポイ捨て禁止条例の制定状況（20年10月現在）

⑤海岸漂着ごみの調査

府では、「海辺の漂着物調査」（主催：(財)環日本海環境協力センター）として、９年度から参

加し、琴引浜（京丹後市網野町）等の漂着物の調査を、府立網野高等学校等の協力を得て実施し

ているところです。

この調査には、22都道府県（43海岸）並びに中国(15海岸）、韓国（６海岸）及びロシア（７海

岸）が参加しています。（平成18年度）

調査方法は、10ｍ四方を１区画とし、人工の漂着物を拾い集め、種類ごとに分類し、個数と重

量を記録するものです。この結果、個数の面から見ると、廃プラスチック類及び発砲スチロール

がほとんどで、重量の面から見ても、廃プラスチック類及び発泡スチロールの割合が少なくとも

４割近くを占めています。この傾向は従前から変化していません。

表３－56 日本海沿岸海辺の漂着物調査（琴引浜） （100㎡当たり）

市 町 村 名 制定年度 名　　　　　称
京 都 市 Ｈ９ 京都市美化の推進及び飲料容器に係る資源の有効利用の促進に関する条例

舞 鶴 市 Ｓ59 舞鶴市環境美化条例   

宇 治 市 Ｈ11 宇治市環境美化推進条例

亀 岡 市 Ｈ17 亀岡市環境美化条例

長 岡 京 市 Ｈ18 長岡京市まちをきれいにする条例

八 幡 市 Ｈ18 八幡市美しいまちづくりに関する条例

京 田 辺 市 Ｈ10 京田辺市まちをきれいにする条例

京 丹 後 市 Ｈ16 京丹後市美しいふるさとづくり条例

南 丹 市 Ｈ18 南丹市美しいまちづくり条例

大 山 崎 町 Ｈ14 大山崎町生活環境美化に関する条例

木 津 川 市 Ｈ19 木津川市空き缶等のポイ捨て、飼い犬のフン放置、落書きのない美しいまちづくりを推進する条例

与 謝 野 町 Ｈ18 与謝野町のまちを美しくする条例

宇治田原町 Ｈ19 宇治田原町まちをきれいにする条例

個 数 233 (65.4%) 96 (70.8%) 188 (68.9%) 81 (54.5%) 39 (48.1%)
重 量 g 121 (61.0%) 36 (55.2%) 529 (43.1%) 164 (33.1%) 134 (45.6%)
個 数 4 (1.1%) 4 (2.6%) 3 (1.1%) 1 (0.8%) 1 (1.2%)
重 量 g 43 (21.7%) 4 (5.8%) 8 (0.7%) 30 (6.0%) 15 (5.1%)
個 数 94 (26.4%) 22 (16.4%) 71 (26.0%) 59 (39.8%) 37 (45.7%)
重 量 g 11 (5.3%) 16 (24.1%) 35 (2.9%) 32 (6.5%) 138 (46.9%)
個 数 3 (0.8%) 11 (7.7%) 2 (0.8%) 2 (1.2%) 1 (1.2%)
重 量 g 0.3 (0.2%) 5 (7.8%) 1 (0.1%) 3 (0.6%) 1 (0.3%)
個 数 1 (0.1%) 3 (1.8%) 1 (0.4%) 1 (0.3%) 1 (1.2%)
重 量 g 0.1 (0.1%) 2 (2.7%) 1 (0.1%) 2 (0.4%) 3 (1.0%)
個 数 16 (4.4%) 0 (0.2%) 1 (0.5%) 2 (1.2%) 0 (0.0%)
重 量 g 17 (8.6%) 0 (0.0%) 40 (3.2%) 9 (1.9%) 0 (0.0%)
個 数 2 (0.6%) 0 (0.0%) 1 (0.4%) 2 (1.0%) 2 (2.5%)
重 量 g 5 (2.7%) 0 (0.0%) 18 (1.4%) 1 (0.1%) 2 (0.7%)
個 数 4 (1.1%) 1 (0.6%) 3 (1.0%) 1 (0.5%) 0 (0.0%)
重 量 g 1 (0.5%) 3 (4.3%) 596 (48.5%) 175 (35.2%) 1 (0.3%)
個 数 0 (0.0%) 0 (0.0%) 3 (1.0%) 1 (0.7%) 0 (0.0%)
重 量 g 0 (0.0%) 0 (0.0%) 60 (4.9%) 81 (16.3%) 0 (0.0%)
個 数 357 137 273 150 81
重 量 g 198 0 66 0 1,288 0 497 294

※　中国語等の表記があり、明らかに海外漂着物とわかるもの

18年

布 類

（注）複数の区画の調査結果から１区画あたりの数値を算出しているため、割合と数値が一致しないことがあります。

そ の 他 人 工 物

ガラス・陶磁器類

金 属 類

紙 類

20年17年 19年

合 計

海 外 漂 着 物 ※

16年

プ ラ ス チ ッ ク 類

ゴ ム 類

発 砲 ス チ ロ ー ル
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３ 産業廃棄物対策の推進

①産業廃棄物税の活用

府では、17年度から産業廃棄物税を導入し、最終処分場に搬入される産業廃棄物の重量１トン

当たり1,000円課税することにより、排出事業者や処理業者が市場メカニズムを通じて、廃棄物

の削減に向けた「望ましい税回避行動」に向かうように誘導するとともに、税収（19年度・8,136

万円）については、外部委員や府民の意見をもとに18年12月に策定した「産業廃棄物の減量・リ

サイクル戦略プラン」に基づいて、発生抑制・再利用・リサイクルを促進するための施策に活用

しています。

②減量化・リサイクルの推進

全国の産業廃棄物の総排出量は、17年度推計値で42,200万トンとなっています。

一方、府内の産業廃棄物の総排出量は、17年度推計値で543.5万トンとなっており、排出量の

内訳は、汚泥が全体の51.3％を占め最も多く、次いでがれき類が20.2％、動物のふん尿が5.2％

の順となっており、これら３種類で全体の76.7％を占めています。

産業廃棄物の排出量を業種別に見ると、上・下水道業が36.7％、建設業が27.4％、製造業が

20.2％の順となっており、これら３業種で84.3％を占めています。

図３－20 産業廃棄物の処理状況（17年度推計値）

直接再生利用量 再生利用量
3千ｔ 2,185千ｔ

（0.1％） （40.2％）
処理後再生利用量

2,182千ｔ
処理残さ量 （40.1％）
2,382千ｔ

排 出 量 中間処理量 （43.8％） 処理後最終処分量
5,435千ｔ 5,376千ｔ 200千ｔ
（100％） （98.9％） 減量化量 （3.7％）

2,994千ｔ
（55.1％）

直接最終処分量 最終処分量
56千ｔ 256千ｔ

（1.0％） （4.7％）



- 123 -

図３－21 府内の産業廃棄物の種類別 図３－22 府内の産業廃棄物の業種別

排出状況（17年度推計値） 排出状況（17年度推計値）

図３－23 産業廃棄物の種類別の再生利用率、減量化率、最終処分率（17年度推計値）

③適正処理の推進

(1) 産業廃棄物排出事業者及び産業廃棄物処理業者の監視・指導

府では、産業廃棄物を排出する事業者及び産業廃棄物処理業者に対して立入検査を実施し、

産業廃棄物の減量化・再生利用の促進、適正な処理・処分等について監視・指導の徹底を図っ
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ています。

また、多量排出事業者に対しては、７年度から要綱を定め減量化指導を実施してきましたが、

13年度からは「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」により、多量排出事業者による産業廃棄

物処理計画の作成が義務付けられたことから、多量に産業廃棄物を排出する事業所（産業廃棄

物の発生量が年間1,000トン以上又は特別管理産業廃棄物の発生量が年間50トン以上）に対し

て、産業廃棄物の減量化を含めた処理計画の策定を指導し、提出された計画を公表するととも

に、次年度以降、当該年度の処理計画の策定と前年度の実施状況の報告を求めています。

(2) 産業廃棄物処理施設の許可状況

府内の法許可対象の産業廃棄物処理施設は、19年度末現在、中間処理施設が169施設、最終

処分場が15施設（現在稼働中は５施設）となっています。

(3) 産業廃棄物処理業者の許可状況

産業廃棄物（特別管理産業廃棄物を含む）処理業者の知事許可件数は、19年度末現在3,316

件で、うち96.4％は収集運搬のみの許可件数であり、京都市長許可件数は、19年度末現在2,63

9件で、うち98.2％は収集運搬のみの許可件数です。

(4) 産業廃棄物情報管理システムの整備

排出事業者及び産業廃棄物処理業者からの産業廃棄物処理実績報告書等データの電算機によ

る管理、集計、分析を行う産業廃棄物情報管理システムを整備し、産業廃棄物の処理状況、施

策の実施による効果等の把握や実態推計等を行い、産業廃棄物対策に活用しています。

④公共関与による施設整備の推進

(1) 株式会社京都環境保全公社に対する指導等

産業廃棄物の適正処理を確保するため、株式会社京都環境保全公社に対して、府、市、府内

企業43社が出資し、公共関与による広域処理体制の整備を図っています。同公社は、瑞穂環境

保全センター（積替え、最終処分場）と、伏見環境保全センター（積替え、中間処理施設）を

有し、近年では、固形燃料化施設の設置や最終処分場を拡張するなど、府内における一貫処理

システムとして産業廃棄物適正処理事業を実施しています。

(2) 大阪湾圏域広域処理場整備事業（フェニックス事業）への参画

広域臨海環境整備センター法の規定に基づき、大阪湾圏域広域処理場整備事業（フェニック

ス事業）が推進されており、近畿２府４県175市町村（20年７月１日現在）から排出される廃

棄物を受け入れています。事業主体である大阪湾広域臨海環境整備センターに対して、府及び

京都市は出資及び役職員派遣を行い、また、京都市以外の関係18市町村も出資を行い、同事業

の促進を図っています。

４ 府循環型社会形成計画

大量生産・大量消費・大量廃棄型の社会経済活動が、資源を浪費し、環境を悪化させています。こ

のままでは、現在の生活を将来にわたって維持していくことはできません。

21世紀を持続可能な社会にし、恵み豊かな環境を将来に引き継いでいくために、私たちは、廃棄物

の発生を抑制し、使用済みの製品についても繰り返し使えるものは再使用したり、もう一度資源とし

て再生利用したりして、資源の消費が抑制された環境への負荷の少ない循環型社会を形成していく必

要があります。

この計画はそのための基本的な方向を示し、府民、事業者、環境ＮＰＯ＊ＮＰＯ＊ＮＰＯ＊ＮＰＯ＊、府内の市町村や府等の

すべての主体が循環型社会を目指して取り組んでいく指針として、府民、事業者など関係者からの意

見を踏まえ、15年３月に策定しました。計画期間は14年度から22年度で、17年度が中間目標年度のた

め、17年度の実績を踏まえて計画の見直しを行いました。

循環型社会の形成には、地域に根ざした取組の広がりが不可欠であり、府では、この計画に基づき、
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関係者に対する普及啓発を図るとともに、府民、事業者、行政の自主的取組や市町村を含めた各団体

との協力・協働取組を促進する仕組みづくりなど、以下のような取組の一層の推進に努めています。

なお、この計画では、府民・事業者等の取組目標や廃棄物減量等の目標も設定しています。

【取組例】

・過剰包装やレジ袋の削減、製品の長期使用や再使用の促進

・ごみの分別徹底、分別品目の拡大、古紙等の集団回収の促進

・事業所におけるゼロ・エミッション（廃棄物ゼロ）の取組支援

・環境産業を育成するための技術的・経済的支援

・環境にやさしい物品等を優先して購入するグリーン購入の促進

・環境学習、啓発等の充実

【府民・事業者等の取組目標】

・府民１人当たり、１日約40ｇのごみを削減

・買い物袋を持参したり、レジ袋を断ったりしている人の割合（22年度：60％）

・廃棄物減量等の計画を策定している事業所の割合（22年度：50％）など22項目

【廃棄物量等の減量目標】

一般廃棄物及び産業廃棄物の排出量、再生利用率、最終処分量等の総量目標を設定するととも

に、主な廃棄物の種類ごとに個別目標を設定しています。

表３－57 廃棄物の減量等の目標

５ 不法投棄対策の推進

産業廃棄物の不法投棄に対しては、何よりも早期発見、早期対応が重要です。府では、徹底した監

視を行うことによって新たな不法投棄の未然防止を図るため、監視体制の充実・強化に取り組んでい

ます。

府では、13年４月、不法投棄等の防止と原状回復に全庁挙げて取り組むため、副知事を本部長とす

る「不法投棄等特別対策本部」を設置するとともに、具体的な環境侵害事案に初期の段階から的確に

対応できるよう、本庁に「不法投棄等特別対策機動班」を、各広域振興局に「不法投棄等特別対策広

域機動班」を設置し、特に広域機動班においては、地元市町村や地元警察署の参加を得て連携の強化

を図りました。

また、「産業廃棄物不法投棄等監視指導員」を12名配置して、府内一円において、休日も含めた監

視パトロールを強化しているほか、府県を越えて移動する産業廃棄物の実態把握及び適正処理の指導

のため、隣接府県との府県境における合同路上検問も実施するとともに、「産業廃棄物不法投棄情報

ダイヤル」を開設し、不法投棄の情報の提供を広く府民に呼びかけるなど、府民と一体となった不法

投棄等の監視の強化を図っています。更に悪質・巧妙化する事案に集中的に対処する「機動班特別チ

ーム」を「循環型社会推進課不法投棄等対策担当」に配置し、警察本部「生活環境課」と一体となっ

た指導・取締りを行うなど体制整備を図りました。

不法投棄を撲滅するためには、行政指導や取締りの強化と合わせて、府民一人ひとりの「不法投棄

をしない、させない、許さない」という気運を盛り上げることが重要です。このため、13年６月、府

内の府民団体、事業者団体、行政機関等で構成する「不法投棄等撲滅京都府民会議」を結成し、地域

住民と協働した府民運動の展開や未然防止対策の推進を提唱しました。この提唱を受け、地域版府民

会議が府内各地で設置され、不法投棄を許さない地域づくりが展開されているところです。

一般廃棄物 産業廃棄物
17年度→22年度 17年度→22年度

111万トン/年→105万トン/年 543万トン/年→561万トン/年
5.4％削減 3.3％増加までに抑制

再生利 用率 9.4％→22.2％ 40.2％→42.3％
減 量 化 率 72.7％→68.1％ 55.1％→54.6％

20万トン/年→10万トン/年 26万トン/年→17万トン/年
50.0％削減 34.6％削減

排 出 量

最終処 分量
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図３－24 不法投棄防止の体制（平成20年４月現在）
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１１０番
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第６節 有害化学物質対策の推進

１ 現状と課題

今日、工業的に生産される化学物質は、世界では約10万種、日本でも約５万種といわれており、日

常生活の中でも数多くの化学物質が使用されています。しかし一方で、その製造、使用、廃棄の過程

で人の健康や生態系に悪影響を及ぼすおそれのある化学物質が排出され、環境汚染をもたらすことが

問題となっています。

有害化学物質による環境汚染の状況を把握するため、環境中の濃度の定期的な測定を行うとともに、

府内の有害化学物質の使用・発生量等を把握する必要があります。

また、有害化学物質による新たな汚染が発生しないよう、特に配慮が必要とされる化学物質につい

て、生産、使用、廃棄の各段階における適切な対策を事業者に求めていく必要があります。

２ 調査研究等の充実

有害化学物質の中には生態系への影響や環境中での挙動等が必ずしも明らかでないものがあること

から、有害化学物質対策の一環として、環境試料における有害化学物質に関する分析法や環境中での

挙動等に関する調査研究を充実させるとともに、国等の情報を的確に把握し、科学的知見の集積に努

め、府民等へ提供していくことが重要になります。

３ 工場・事業場の有害化学物質対策の推進

①ＰＲＴＲ制度＊ＰＲＴＲ制度＊ＰＲＴＲ制度＊ＰＲＴＲ制度＊

化学物質による環境汚染に関する国民の関心の高まり、先進諸外国における取り組み等を背景

として、11年７月、「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法

律」（化管法）が公布されました。

化管法のＰＲＴＲ制度により、一定量以上の特定化学物質（同法施行令において354物質を指

定）を取り扱っている事業者等は、特定化学物質の環境への排出量等を把握し、翌年度に国に届

け出ることが義務付けられています（都道府県を経由）。19年度に京都府内の事業所から提出さ

れた18年度把握結果の届出は、706件（府424件、京都市282件）であり、前年度の届出数（703件）

から微増でした。

このＰＲＴＲ制度の運用を通じて、国及び府はデータの集計を行い、特定化学物質ごとの排出

量の公表等により、事業者による化学物質の自主管理の改善・環境の保全上の支障への未然防止

に努めることとしています。

さらに、府では、府環境を守り育てる条例に基づき「府化学物質適正管理指針」を策定し、こ

の中で129種の化学物質を「排出抑制化学物質」として定め、事業者の自主管理等を求めていま

す。

②ＰＲＴＲ制度に基づく化学物質の排出量・移動量

18年度の府内での環境への排出量は3,239トン、事業所外への移動量は2,433トンで内訳は下図

のとおりです。
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図３－25 ＰＲＴＲ制度に基づく府内総届出排出量・移動量内訳（18年度）

18年度の府内で排出量・移動量の多い上位５物質は下表のとおりです。これらの合計は、4,202

トンとなり、届出量全体の74％に当たります。

表３－64 ＰＲＴＲ制度に基づく府内における排出・移動量上位５物質（18年度）

③ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）廃棄物

ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）＊ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）＊ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）＊ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）＊は、耐熱性、絶縁性、不燃性等の特性を活かしてトランス、

コンデンサといった電気機器の絶縁油をはじめ幅広い用途に使用されましたが、43年のカネミ油

症事件により、その強い毒性が社会問題化したため、我が国においては47年以降製造が中止され

ました。

一方、既に製造されたＰＣＢについては、ほぼ30年間ほとんど処理が行われることがなかった

ため、ＰＣＢ廃棄物として長期保管する状況が続き、紛失等による環境汚染が懸念されていまし

た。

このため、13年６月に「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法」

が制定、同年７月に施行され、ＰＣＢ廃棄物を保管する事業者等に対し、毎年度における保管状

況等の届出や28年７月までの適正処分等を義務付けるとともに、15年４月に「ポリ塩化ビフェニ

ル廃棄物処理基本計画」を策定し、ＰＣＢ廃棄物の確実かつ適正な処理を計画的に推進すること

としました。

府では、この法に基づき、16年７月６日、「府ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理計画」を策定し、

府内におけるＰＣＢ廃棄物の確実かつ適正な処理に向けて、ＰＣＢ廃棄物を保管する事業者等に

対し、指導を行っています。

なお、高圧トランス等のＰＣＢ廃棄物の処理については、日本環境安全事業㈱が大阪市此花区

に処理施設を整備し、18年10月から操業を開始したところであり、27年３月までに処理を完了す

る計画となっています。

④環境ホルモン

内分泌かく乱化学物質、いわゆる環境ホルモン＊環境ホルモン＊環境ホルモン＊環境ホルモン＊は、生体に取り込まれて内分泌系 （ホルモ

順位 物 質 名 排出量・移動量 構成比 主 な 用 途

1 トルエン 2,489㌧ 44% 化学物質合成の原料、塗料等の溶剤

2 塩化メチレン 617㌧ 11% 金属の洗浄、塗装の剥離

3 キシレン 566㌧ 10% 化学物質合成の原料、塗料等の溶剤

4 N,N-ジメチルホルムアミド 336㌧ 5.9% 合成繊維等製造時の溶剤

5 エチルベンゼン 194㌧ 3.4% スチレンの原料、油性塗料等の溶剤

大気
54%

埋立
0%

土壌
0%

公共用水域
3%

廃棄物
40%

下水道
3%

総届出排出量・
移動量

5.672㌧／年

届出排出量
3,239㌧／年

届出移動量
2,433㌧／年



- 129 -

ン作用）に影響を及ぼす化学物質の総称をいいます。精子数の減少や生殖器の異常等人体への影

響が懸念されていますが、影響のメカニズムなどは明らかでなく、調査・研究が進められている

状況にあり、現在のところ環境基準等は設けられていません。

このため、国では、全国レベルでの環境モニタリング調査等や専門家による検討が引き続き行

われているところであり、府もこうした調査等を通じた科学的知見の獲得に協力する一方、環境

中の環境ホルモンの実態把握に努めています。

18年度に実施した水質の調査では、環境省の16年度環境ホルモン実態調査結果と比較して、特

に問題のある値は検出されていません。

表３－65 環境ホルモン（水質）の調査結果（18年度）

表３－66 環境ホルモン（底質）の調査結果（18年度）

４ ダイオキシン対策の推進

①国における動き

ダイオキシン類＊ダイオキシン類＊ダイオキシン類＊ダイオキシン類＊とは、ポリ塩化ジベンゾフラン（ＰＣＤＦ）、ポリ塩化ジベンゾーパラージ

オキシン（ＰＣＤＤ）及びコプラナーポリ塩化ビフェニル（コプラナーＰＣＢ）の総称で、塩素

が存在する状態で有機物を燃焼させたときなどに意図せずに生成される有機塩素化合物です。

ダイオキシン類は、毒性が非常に強く分解しにくいため、11年７月には「ダイオキシン類対策

特別措置法」が制定され、12年１月に施行されました。同法に基づき大気、水質・底質及び土壌

に係る環境基準等が設定され、常時監視の実施、小規模焼却炉に係る規制等の対策が進められて

います。

②府における取組

これまで府では、法制定に先行して、府施設の小規模焼却炉の廃止、府独自のモニタリング調

査、廃棄物処理施設への立入指導等を進めるとともに、12年度からは、ダイオキシン類対策特別

（単位：μｇ/ç）

項目

調査地点

大谷川二ノ橋（八幡市） 0.1 ＮＤ 0.05 ＮＤ ＮＤ

阿蘇海中央部（宮津市） ＮＤ ＮＤ 0.03 0.8 ＮＤ

福田川新川橋（京丹後市） ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ(追加調査) ＮＤ

定 量 下 限 値 0.1 0.01 0.01 0.5 0.5
平 成 16 年 度 環 境 ホ ル モ ン

実 態 調 査 結 果 （ 環 境 省 ）

（注）　ＮＤ：定量下限値未満

フタル酸ジ－ｎ
－ブチル

ＮＤＮＤ～0.92 ＮＤ～0.8

ビスフェノール
Ａ

フタル酸ジ－２－
エチルヘキシル

ノニルフェノール
4-t-オクチル
フェノール

ＮＤ～6.4 ＮＤ～0.15

（単位：μｇ/kg）

項目

調査地点

大谷川二ノ橋（八幡市） ＮＤ ＮＤ ＮＤ 56 ＮＤ

棚野川和泉大橋（南丹市） ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

園部川神田橋（南丹市） ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

由良川山家橋（綾部市） ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

犀川小貝橋（綾部市） ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

宮川宮川橋（福知山市） ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

阿蘇海中央部（宮津市） 57 1 1 ＮＤ ＮＤ

阿蘇海溝尻地先（宮津市） 68 2 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

定 量 下 限 値 10 1 1 25 25
平 成 16 年 度 環 境 ホ ル モ ン

実 態 調 査 結 果 （ 環 境 省 ）

（注）　ＮＤ：定量下限値未満

フタル酸ジ－２－
エチルヘキシル

フタル酸ジ－ｎ
－ブチル

ＮＤ～1,400ＮＤ～5,000 ＮＤ～350 ＮＤ～360 47～66,000

ノニルフェノール
4-t-オクチル
フェノール

ビスフェノール
Ａ



- 130 -

措置法に基づく一般環境の常時監視や焼却炉等のダイオキシン類を発生する施設への立入調査な

ど、総合的な対策を実施しています。

③監視・測定

府及び京都市においては、ダイオキシン類の一般環境への影響を把握するため、大気、水質・

底質及び土壌の調査を、また、発生源調査として、ダイオキシン類対策特別措置法や廃棄物処理

法の対象施設のダイオキシン類調査、事業者の自主測定結果の報告受理を実施しており、19年度

に実施した結果は以下のとおりです。

(1) 大気

調査は、一般環境15地点、発生源周辺環境４地点で年４回実施し、いずれの地点においても

環境基準値(年平均値0.6pg-TEQ/â)を下回っています。

表３－58 大気環境中のダイオキシン類調査結果（19年度）

（単位：pg-TEQ／â）

調　査　地　点 年平均値 範　　囲

京 都 市 内左京保健所（京都市）    0.024   0.014 ～0.043
京都市役所（京都市）    0.029   0.021 ～0.040
山科保健所（京都市）    0.030   0.017 ～0.038
生活環境美化センター（京都市）    0.033   0.018 ～0.047
右京保健所（京都市）    0.014   0.0079～0.020
西京保健所（京都市）    0.017   0.0052～0.030
池田小学校（京都市）    0.026   0.015 ～0.035
伏見区役所（京都市）    0.040   0.017 ～0.054
神川小学校（京都市）    0.044   0.034 ～0.062

京 都 市 外宇治測定局（宇治市）    0.035   0.021 ～0.046
久御山測定局(久御山町)    0.068   0.053 ～0.084
精華測定局（精華町）    0.044   0.030 ～0.058
亀岡測定局（亀岡市）    0.022   0.011 ～0.036
福知山測定局（福知山市）    0.011   0.0095～0.014
東舞鶴測定局（舞鶴市）    0.012   0.0076～0.015

京 都 市 内大岩街道周辺（京都市）    0.065   0.037 ～0.11 
京 都 市 外京田辺市    0.050   0.036 ～0.080

和束町    0.021   0.015 ～0.034
南丹市    0.010   0.0084～0.013

   0.6
＊pg（ピコグラム）は１兆分の１グラム

環　　境　　基　　準

一 般 環 境

区　　分

発生源周辺環境
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(2) 水質・底質

調査は、公共用水域として河川37地点、海域11地点で実施し、水質に係る環境基準値（水質

：１pg-TEQ/L、底質：150pg-TEQ/g）を下回っています。

表３－59 公共用水域の水質・底質の調査結果（19年度）

調　　査　　地　　点 水質（pg-TEQ/L） 底質（pg-TEQ/g）
鴨川　高橋（京都市）       0.070        0.79
鴨川　出町橋（京都市）       0.12        0.98
鴨川　三条大橋（京都市）       0.068        0.19
鴨川　京川橋（京都市）       0.099        1.1
西高瀬川　上河原橋（京都市）       0.29        4.6
高野川　三宅橋（京都市）       0.075        0.21
高野川　河合橋（京都市）       0.071        0.62
弓削川　寺田橋（京都市）       0.081        0.28
有栖川　梅津新橋（京都市）       0.15        1.0
天神川　西京極橋（京都市）       0.22        0.96
清滝川　落合橋（京都市）       0.062        0.18
小畑川　京都市長岡京市境界点（京都市）       0.067        1.7
山科川　新六地蔵橋（京都市）       0.093        1.2
小畑川　小畑橋（大山崎町）       0.099 －
大谷川　二ノ橋（八幡市）       0.24 －
田原川　蛍橋（宇治田原町）       0.11 －
和束川　菜切橋（木津川市）       0.083 －
犬飼川　並河橋（亀岡市）       0.21 －
由良川　安野橋（南丹市）       0.068 －
棚野川　和泉大橋（南丹市）       0.069 －
園部川　神田橋（南丹市）       0.088 －
高屋川　黒瀬橋（京丹波町）       0.079 －
由良川　山家橋（綾部市）       0.082 －
上林川　五郎橋（綾部市）       0.074 －
八田川　八田川橋（綾部市）       0.081 －
犀川　小貝橋（綾部市）       0.14 －
牧川　天津橋（福知山市）       0.070        0.30
牧川　宮川橋（福知山市）       0.084        0.24
伊佐津川　相生橋（舞鶴市）       0.13 －
河辺川　第一河辺川橋（舞鶴市）       0.16 －
大手川　京口橋（宮津市）       0.099 －
野田川　六反田橋（与謝野町）       0.073 －
野田川　堂谷橋（与謝野町）       0.14 －
福田川　新川橋（京丹後市）       0.13        0.47
竹野川　荒木野橋（京丹後市）       0.20 －
宇川　宇川橋（京丹後市）       0.077        0.24
佐濃谷川　高橋橋（京丹後市）       0.13        0.25
舞鶴湾　キンギョ鼻地先（舞鶴市）       0.068 －
舞鶴湾　恵比須埼地先（舞鶴市）       0.069 －
舞鶴湾　念仏鼻地先（舞鶴市）       0.069 －
舞鶴湾　楢埼地先（舞鶴市）       0.070 －
宮津湾　江尻地先（宮津市）       0.069 －
宮津湾　島埼地先（宮津市）       0.069 －
阿蘇海　野田川流入点（宮津市）       0.081 －
阿蘇海　中央部（宮津市）       0.071 －
阿蘇海　溝尻地先（宮津市）       0.074 －
久美浜湾　湾口部（京丹後市）       0.073        2.5
久美浜湾　湾奥部（京丹後市）       0.074        9.8

環　　境　　基　　準       1      150
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(3) 地下水

地下水調査として、19地点で調査を実施し、いずれの地点においても水質に係る環境基準値

（水質：１pg-TEQ/L）を下回っています。

表３－60 地下水中の調査結果（19年度）

(4) 土壌

一般土壌として21地点で、発生源周辺土壌として７地点で調査を実施し、いずれの地点にお

いても土壌に係る環境基準値(土壌：1,000pg-TEQ/g)を下回っています。

表３－61 一般土壌及び発生源周辺土壌の調査結果（19年度・単位:pg-TEQ/g)）

(5) 発生源のダイオキシン

府内に設置されているダイオキシン類対策特別措置法対象施設については、20年３月末現在

で232施設（廃棄物焼却施設等の大気関係施設179施設、廃ガス洗浄施設等の水質関係施設53施

設）あり、事業者（市町村等を含む。）が１年に１回以上自主測定を行い、府や京都市に測定

結果を報告することが義務付けられています。また、一部の施設については、府や京都市が、

毎年計画的に行政検査を実施しています。

ばいじんの行政検査及び自主測定結果では、３施設で基準値の超過が認められたため、特別

管理産業廃棄物として適正に処理するよう指導しました。

　　　　調査地点 水質（pg-TEQ/L）　　　　　　調査地点 水質（pg-TEQ/L）
京 都 市 内北 区 0.061 京 都 市 外八 幡 市 0.067

左 京 区 0.061 精 華 町 0.067
中 京 区 0.061 和 束 町 0.086
東 山 区 0.062 南 丹 市 0.067
南 区 0.061 福 知 山 市 0.068
西 京 区 0.061 福 知 山 市 0.067
右 京 区 0.061 舞 鶴 市 0.067
伏 見 区 0.066 京 丹 後 市 0.067
伏 見 区 0.061 京 丹 後 市 0.068

京 都 市 外向 日 市 0.067 1     環 境 基 準

調　査　地　点 調査結果 調　査　地　点 調査結果

北 区     2.0 向 日 市     5.5

上 京 区     4.9 大山崎町     0.0032

左 京 区     1.7 城 陽 市     0.32

左 京 区     2.8 亀 岡 市     7.8

中 京 区     0.013 南 丹 市     0.00012

山 科 区     3.1 綾 部 市     0.60

下 京 区     2.5

南 区     3.3

右 京 区     0.0042 城 陽 市     0.31

右 京 区     1.3 木津川市     8.1

西 京 区     6.9 亀 岡 市     0.0018

西 京 区     2.3 亀 岡 市     0.0017

伏 見 区     3.4 南 丹 市     0.13

伏 見 区     4.2 京丹後市     0.14

伏 見 区    12.0  1000

区分

京都
市内

一
般
環
境
把
握
調
査

京
都
市
外

一
般
環
境
把
握
調
査

京
都
市
内

区分

環境基準

伏 見 区     4.2発
生
源
周
辺
状
況
調
査

京
都
市
外
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表３－62 大気基準適用施設のダイオキシン類測定結果（19年度）

表３－63 水質基準適用事業場のダイオキシン類測定結果（19年度）

区　分 特定施設の種類 地　域 項　目 測定数 測　定　結　果

排出ガス 33    0 ～3.5 ng-TEQ/Nm
3

ばいじん 23    0 ～3.6 ng-TEQ/g

燃 え 殻 32    0 ～0.097 ng-TEQ/g

排 出ガス 80    0 ～3.6 ng-TEQ/Nm
3

ばいじん 67    0 ～3.8 ng-TEQ/g

燃 え 殻 77    0 ～0.30 ng-TEQ/g 

京 都市内排出ガス 6    0.0000049 ～0.20 ng-TEQ/Nm
3

京都市外排出ガス 2    0.013 ～0.20 ng-TEQ/Nm
3

京都市内排出ガス 12    0.012 ～1.1 ng-TEQ/Nm
3

排出ガス 7    0 ～2.2 ng-TEQ/Nm
3

ばいじん 8    0.00017 ～7.9 ng-TEQ/g

燃 え 殻 8    0 ～0.078 ng-TEQ/g

京 都市内排出ガス 1    0.032 ng-TEQ/Nm
3

京都市外排出ガス 1    0.053 ng-TEQ/Nm
3

廃 棄 物 焼 却 炉
京都市外

自主測定

廃 棄 物 焼 却 炉

京都市外

アルミ合金製造用
溶解炉・乾燥炉

京都市内

行政検査

アルミ合金製造用
溶解炉・乾燥炉

区　分 特定施設の種類 地　域 項目 測定数 測　定　結　果

京都市内 4  0.0026 ～0.013

京 都市外 2  0.0050 ～0.017

行 政検査下水道終末処理施設 京都市外 1  0.0030

＊　京都市外の測定数について、施設が重複しているものは下水道終末処理施設にカウントしている。

　  （単位：pg-TEQ/L）

自主測定

廃棄物焼却炉の廃ガス洗浄施設、湿式集
じん施設、汚水を排出する灰貯留施設

下水道終末処理施設
事業場排出水

京都市外 3  0.00017 ～0.0050


